
〔
新
刊
紹
介
〕

立
命
館
大
学
中
古
文
学
研
究
会
編

『
平
安
文
学
研
究
・
衣
笠
編
』
に
つ
い
て程

な
く
し
て
該
誌
は
七
十
九
・
八
十
輪
を
以
て
終

刊
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
こ
の
間
、
平
安
文
学

研
究
の
発
展
に
少
な
か
ら
ぬ
貢
献
を
し
た
こ
と
は

多
く
の
方
が
等
し
く
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

そ
の
後
、
本
学
で
平
安
文
学
の
授
業
を
担
当
さ
れ

て
こ
ら
れ
た
伴
利
昭
名
誉
教
授
が
去
ら
れ
、
先
生

の
古
稀
を
祝
福
す
る
意
味
を
こ
め
て
講
遥
に
連
な

っ
た
方
々
の
論
文
と
資
料
を
中
心
と
し
て
一
書
を

編
も
う
と
い
う
計
画
が
持
ち
上
が
っ
た
。
そ
の
中

心
は
野
村
倫
子
氏
や
井
ｋ
千
鶴
子
氏
、
高
橋
照
美

氏
ら
で
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
野
村
氏
は
綿
密
な
計

画
を
た
て
準
備
に
奔
走
さ
れ
た
が
、
原
稿
が
集
ま

る
頃
か
ら
勤
務
の
都
合
で
身
動
き
が
と
れ
な
く
な

り
、
伴
先
生
の
後
任
で
あ
る
中
西
健
治
が
そ
の
仕

事
を
受
け
継
い
だ
。
論
文
が
集
ま
り
、
和
泉
書
院

の
震
橋
研
三
氏
の
協
力
を
い
た
だ
い
て
出
版
す
る

こ
と
に
な
っ
た
も
の
の
、
書
名
に
つ
い
て
は
思
案

す
る
日
々
が
続
い
た
の
で
あ
る
。
そ
ん
な
折
、
中

中
西
健
治

古
文
学
会
関
西
部
会
を
本
学
で
開
く
こ
と
が
あ
っ

た
。
懇
親
会
の
席
上
、
片
桐
洋
一
氏
か
ら
「
い
つ

か
一
平
安
文
学
研
究
』
を
顕
彰
す
る
機
会
を
も
っ

て
は
如
何
か
」
と
い
う
お
話
を
伺
っ
た
。
現
在
の

文
学
部
は
京
都
の
北
隅
、
衣
笠
山
の
龍
に
あ
る
。

こ
の
場
所
か
ら
田
中
重
太
郎
氏
が
長
年
住
ん
で
お

ら
れ
た
竜
安
寺
御
陵
之
下
町
ま
で
は
文
字
通
り
指

呼
の
間
で
あ
る
。
田
中
氏
の
旧
邸
に
隣
接
す
る
地

に
勤
務
し
て
い
る
こ
と
、
「
平
安
文
学
研
究
」
誌

の
斯
界
へ
の
貢
献
の
絶
大
な
る
こ
と
、
の
二
つ
は

瞬
時
も
念
頭
か
ら
離
れ
る
こ
と
ば
な
か
っ
た
。
そ

こ
で
野
村
氏
ら
に
諮
っ
て
書
名
を
「
平
安
文
学
研

究
」
と
し
、
そ
の
下
に
校
地
名
を
付
し
『
平
安
文

学
研
究
・
衣
笠
編
』
と
す
る
こ
と
と
し
た
の
で
あ

っ
た
。本

書
に
収
載
さ
れ
て
い
る
論
考
及
び
資
料
は
次

の
と
お
り
で
あ
る
。
括
弧
内
は
執
筆
者
。

柏
木
の
「
身
」
意
識
ｌ
源
氏
物
語
に
お
け
る

「
古
代
」
と
「
近
代
」
Ｉ
（
神
田
洋
）

物
語
の
「
女
院
」
再
考
ｌ
平
安
後
期
及
び
鋳

倉
物
語
に
『
源
氏
物
語
』
藤
壷
の
影
響
を
見
る

○

○
一

一

今
を
去
る
こ
と
半
世
紀
以
上
も
昔
、
御
所
近
く

の
本
学
広
小
路
学
舎
に
あ
っ
た
日
本
文
学
研
究
室

か
ら
平
安
文
学
の
研
究
論
考
を
中
心
と
し
た
雑
誌

が
発
行
さ
れ
た
。
そ
の
中
心
に
あ
っ
た
方
こ
そ
、

枕
草
子
研
究
に
そ
の
名
を
い
ま
な
お
輝
か
せ
て
い

る
田
中
重
大
郎
氏
で
あ
っ
た
。
わ
ず
か
十
六
頁
の

小
冊
子
な
が
ら
、
表
紙
に
は
清
水
泰
教
授
の
揮
号

に
よ
る
誌
名
と
扇
面
解
風
画
を
あ
し
ら
っ
た
粋
な

装
丁
の
雑
誌
で
も
あ
っ
た
。
第
一
号
に
は
購
読
申

し
込
み
を
兼
ね
た
宣
伝
用
紙
が
挟
み
込
ま
れ
て
い

て
、
そ
の
挨
拶
冒
頭
に
は
ヨ
し
ろ
き
も
の
い
き

つ
か
ぬ
と
こ
ろ
』
多
き
ま
ま
に
、
と
も
か
く
も
平

安
文
学
研
究
第
一
輪
を
旅
立
た
せ
ま
し
た
」
と
あ

る
。
枕
草
子
の
一
文
を
引
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
、

い
か
に
も
枕
草
子
研
究
に
没
頭
し
て
い
る
青
年
田

中
氏
ら
し
い
。
か
く
し
て
「
平
安
文
学
研
究
」
は

世
に
出
た
。

以
来
三
十
九
年
、
田
中
重
太
郎
氏
の
逝
去
後
、



本
年
一
月
に
伴
先
生
は
古
稀
を
迎
え
ら
れ
、
本

書
の
刊
行
の
祝
賀
の
意
も
併
せ
て
、
遅
れ
ば
せ
な

が
ら
八
月
に
高
槻
の
ホ
テ
ル
で
会
を
開
い
た
。
伴

先
生
ご
夫
妻
も
お
出
ま
し
に
な
り
、
元
気
な
姿
を

お
見
せ
く
だ
さ
り
、
近
況
な
ど
を
お
話
し
く
だ
さ

っ
た
。
月
に
一
度
、
寝
屋
川
市
の
古
典
学
習
会
の

講
師
と
し
て
出
講
な
さ
っ
て
い
る
と
の
こ
と
や
計

画
中
の
書
物
の
話
な
ど
も
伺
っ
た
が
、
実
は
目
下

の
関
心
は
天
文
学
に
あ
っ
て
、
太
陽
系
の
惑
星
や

月
の
裏
側
を
ど
の
よ
う
な
方
法
で
見
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
か
と
い
う
気
宇
壮
大
な
話
の

方
に
時
間
を
割
か
れ
た
。
そ
の
方
面
の
知
識
な
ど

は
ま
っ
た
く
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
筆
者
は
大
い

に
面
食
ら
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
先
生
の
諜
斎

に
文
学
関
係
の
書
籍
を
退
け
て
天
文
学
関
係
の
そ

れ
が
並
ん
で
い
る
光
景
を
想
像
す
る
と
何
と
も
愉

快
で
あ
る
。

（
須
藤
圭
）

（
付
）
青
山
会
文
庫
蔵
「
さ
こ
ろ
も
の
野
」
全

文
影
印

○

本
書
に
収
載
さ
れ
て
い
る
多
方
面
に
わ
た
る
論

考
の
評
価
は
や
が
て
な
さ
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

資
料
二
編
の
う
ち
、
藤
井
佐
美
氏
執
筆
の
「
紫
式

部
物
語
附
・
和
泉
式
部
物
語
」
は
伴
先
生
の
ご

所
蔵
本
で
あ
る
。
藤
井
氏
に
よ
れ
ば
今
日
ま
で
に

類
本
が
他
に
一
本
知
ら
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ

る
の
で
、
後
日
、
詳
細
な
報
告
が
な
さ
れ
る
は
ず

で
あ
る
。
ま
た
、
須
藤
圭
氏
紹
介
の
「
さ
こ
ろ
も

の
野
」
は
筆
者
が
蔵
書
整
理
に
あ
た
っ
て
い
た
青

山
会
文
庫
の
蔵
書
で
あ
る
。
若
干
の
付
言
を
記
す

な
ら
ば
、
寛
文
二
年
（
一
六
六
二
）
か
ら
延
宝
六

年
（
一
六
七
八
）
ま
で
大
坂
城
代
で
あ
っ
た
青
山

宗
俊
に
関
す
る
古
記
録
や
種
々
の
書
籍
が
青
山
歴

史
村
（
青
山
会
文
庫
）
に
保
管
さ
れ
て
い
る
う
ち

の
一
写
本
で
あ
る
。
類
本
は
十
本
ほ
ど
あ
る
が
、

今
治
市
河
野
美
術
館
や
陽
明
文
庫
、
宮
内
庁
書
陵

部
等
に
比
べ
て
遜
色
の
な
い
本
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
。
そ
れ
で
本
書
の
末
尾
に
全
文
の
影
印
を

褐
戦
し
て
も
ら
っ
た
次
第
で
あ
る
。
筆
者
は
本
書

の
内
容
紹
介
と
宣
伝
を
兼
ね
て
和
泉
書
院
の
Ｐ
Ｒ

誌
「
い
ず
み
通
信
」
（
三
十
八
号
．
二
○
○
九
・

○

一
○
匹

（
野
村
倫
子
）

・
光
孝
・
宇
多
天
皇
の
即
位
に
関
す
る
一
考
察

ｌ
『
大
鏡
」
源
融
目
薦
議
を
起
点
と
し
て
ｌ

（
高
橋
照
美
）

．
『
松
浦
宮
物
語
』
の
「
血
の
涙
」
表
現
を
め
ぐ

る
作
品
繕
造
考
ｌ
渡
唐
の
物
語
展
開
に
お
け

る
『
う
つ
ぼ
物
語
一
取
り
の
（
重
な
り
〉
ｌ

（
松
浦
あ
ゆ
み
）

奇
海
抄
」
の
「
和
漢
朗
詠
集
」
Ｉ
主
に
朗

詠
注
と
の
関
連
か
ら
Ｉ
（
吉
岡
貴
子
）

・
高
島
天
満
宮
拝
殿
天
井
画
「
百
人
一
首
歌
仙

絵
」
に
つ
い
て
（
長
谷
川
正
樹
）

当
あ
え
か
に
」
か
「
ひ
は
づ
に
」
か
ｌ
源
氏

物
語
忍
草
・
若
菜
上
・
下
巻
本
文
検
討
か
ら

（
中
西
健
治
）

読
解
力
の
理
論
的
基
礎
ｌ
垣
内
松
三
初
期
国

諦
教
育
学
説
の
考
察
Ｉ
（
安
直
哉
）

（
資
料
紹
介
）

・
新
資
料
「
紫
式
部
物
語
附
・
和
泉
式
部
物

語
』
紹
介
ｌ
解
題
影
印
翻
刻
Ｉ

（
藤
井
佐
美
）

十
本
対
照
「
さ
こ
ろ
も
の
罫
」
本
文
と
校
異
ｌ

青
山
会
文
庫
蔵
「
き
こ
ろ
も
の
野
」
の
紹
介
Ｉ



へ
Ｃ
Ｃ
力
年
十
一
促
）

一
・
坪
内
稔
典
・
杭
迫
柏
樹
著
『
季
語
の
キ
ブ
ン
」
（
二
玄
社
二
○
○
九
年
一

一
十
二
月
）

一
・
外
村
彰
著
「
念
ふ
鳥
詩
人
高
祖
保
」
（
遮
鳴
屋
二
○
○
九
年
八
月
）
一

一
・
南
丹
市
立
文
化
博
物
館
編
一
南
丹
市
立
文
化
博
物
館
蔵
小
出
文
庫
和
書
目
一

一
録
』
（
南
丹
市
立
文
化
博
物
館
一
一
○
一
○
年
一
月
＊
執
筆
編
集
協
力
一

一
Ⅱ
中
西
健
治
・
鈴
木
耕
太
郎
・
須
藤
圭
・
岸
本
悠
子
・
藤
田
さ
ほ
）
一

一
二
○
一
○
年
二
月
ま
で
に
刊
行
さ
れ
た
会
員
の
新
著
・
新
編
著
を
紹
介
い
一

一
た
し
ま
す
（
前
号
ま
で
で
紹
介
済
み
の
も
の
を
除
く
）
。
他
に
書
物
を
刊
行
一

一
さ
れ
た
会
員
は
本
会
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。
次
号
に
て
紹
介
い
た
し
ま
一

一
す
。
な
お
、
本
会
宛
に
一
部
ご
寄
贈
戴
け
ま
し
た
ら
幸
甚
で
す
。（

編
集
部
記
）
一

一

ｒ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｌ

一
○
万

可
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｊ

一
会
員
の
新
著
・
新
編
著
紹
介
一

一
・
木
村
一
信
・
竹
松
良
明
著
『
南
方
徴
用
作
家
叢
書
ビ
ル
マ
篇
（
南
方
軍
一

一
政
関
係
史
料
妬
１
２
）
」
（
竜
渓
書
舎
一
一
○
一
○
年
二
月
）

一
・
坪
内
稔
典
著
『
正
岡
子
規
の
〈
楽
し
む
力
〉
』
（
日
本
放
送
出
版
協
会
一
一
一

｝
○
○
九
年
十
一
月
）

一
○
）
に
本
書
関
連
の
記
事
を
書
い
て
お
い
た
。

本
書
の
書
名
の
も
と
に
な
っ
て
い
る
「
平
安
文
学

研
究
」
は
こ
の
分
野
の
研
究
者
に
と
っ
て
は
印
象

深
く
受
け
止
め
ら
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
加
え
て

本
書
が
本
学
の
中
古
文
学
研
究
会
の
編
集
で
あ
る

こ
と
を
知
り
、
先
に
伴
先
生
と
そ
の
門
下
生
の
落

窪
物
語
研
究
会
が
編
集
し
て
刊
行
さ
れ
た
『
長
聯

室
本
落
窪
物
語
』
（
二
○
○
五
・
三
・
和
泉
害

院
）
の
こ
と
に
思
い
を
致
し
て
、
本
学
が
平
安
文

学
を
研
究
す
る
一
つ
の
場
と
し
て
あ
り
続
け
て
い

る
こ
と
を
思
う
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
可
能
な
ら

ば
、
本
書
の
書
名
の
下
に
「
第
二
輯
」
、
「
第
三

輯
」
な
ど
と
付
け
て
刊
行
し
た
い
と
考
え
、
目

下
、
そ
の
準
備
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
な
か
に
し
．
け
ん
じ
本
学
教
授
）




